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氏名 倉住 友恵 職名 准教授 専攻分野 心理学 学位名 修士（心理学） 

 主要業績（著書・研究論文併せて 5点以内） 

（著書） 

『心理測定尺度集 V：個人から社会へ〈自己・対人関係・価値観〉』サイエンス社、2011年 3月（共著） 

『発達と臨床の心理学』ナカニシヤ出版、2012年 4月（共著） 

（研究論文） 

「他者のポジティブ感情への共感的感情反応と向社会的行動、攻撃行動との関係」『心理学研究』第 82

巻、第 2号、日本心理学会、2011年 6月（共著） 

「中学生における「他者との親密さ」ならびに「他者が有する学業への価値観の認知」が学習動機づけ

に及ぼす影響 : 親・教師・友人に注目して」『筑波大学心理学研究』第 50号、筑波大学人間系心理学

域、2015年 9月（共著） 

「プログラミングの体験形式がプログラミング学習の動機づけに与える効果」『日本教育工学会論文誌』、

第 41巻、第 2号、日本教育工学会、2017年 9月（共著） 

 最近 5年間の業績（2018年度～2022年度） 

（研究論文） 

「女子大学生における親，教員，友人への学業サポート希求に関する探索的検討―信頼感および会話の

気軽さとの関連に着目して―」『駒沢女子大学研究紀要』、第 26号、駒沢女子大学、2019年 12月（単

著） 

（学会発表） 

「母親の育児感情および養育行動が子どもの学習動機づけ・成績に及ぼす影響」日本教育心理学会第 60

回総会（於：慶應義塾大学）、2018年 9月（共同） 

「母親を取り巻く子育て環境が母親の育児感情および養育行動に与える影響」日本教育心理学会第 60回

大会（於：慶應義塾大学）、2018年 9月（共同） 

「第一子出産後の女性と社会のつながり方の変化」日本教育心理学会第 60回総会（於：慶應義塾大学）、

2018年 9月（共同） 

「女子大学生における親，教員，友人への学業サポート希求に関する探索的検討」日本心理学会第 83回

大会（於：立命館大学）2019年 9月（単独） 

「『オリジナル人生ゲーム』の作製が大学生の未来展望に及ぼす影響」日本心理学会第 86 回大会（於：

日本大学）、2022年 9月（単独） 

 


